
(ミリベクレル/㎥)

11/22～11/3011/30～12/7 11/22～11/3011/30～12/7
不検出 不検出 不検出 不検出
(0.014) (0.014) (0.013) (0.023)
0.059 0.092 0.031 0.068
(0.013) (0.015) (0.016) (0.011)
不検出 不検出 不検出 不検出
(0.010) (0.016) (0.013) (0.017)
0.024 0.045 0.039 0.062
(0.012) (0.017) (0.014) (0.016)
不検出 不検出 不検出 不検出
(0.013) (0.014) (0.016) (0.026)
0.018 0.031 0.021 0.043
(0.011) (0.013) (0.014) (0.019)
不検出 不検出 不検出 0.026
(0.012) (0.016) (0.013) (0.012)
0.052 0.038 0.038 0.120
(0.013) (0.018) (0.012) (0.012)
不検出 不検出 不検出 不検出
(0.016) (0.012) (0.016) (0.015)

不検出 0.018 0.063 0.076
(0.016) (0.017) (0.014) (0.014)

　市内の大気浮遊じん放射能濃度は、セシウム137で平均0.047mBq/㎥と引き続き極めて低い値でし
た。
　このところ大気浮遊じんの放射能の平均濃度が0.1mBq/㎥を切ることが続いており、過去に全国各
地で測定された大気浮遊じんに含まれる放射性セシウム濃度の範囲内になっています注1。
　南相馬の日常生活で放射線の健康影響を心配することはありません。

注1 環境省ホームページ情報（http://www.env.go.jp/press/102261.html）全国各地で測定された大
気浮遊じんに含まれる放射性核種の濃度は、人工放射性核種のセシウム134で不検出～1.2 mBq/㎥、
セシウム137で不検出～3.0 mBq/㎥。

Cs134

Cs137 Cs137

※検出限界値はおおむね0.02～0.03ｍBq/㎥の範囲にあります
が、測定サンプル毎に変動します。そのため、放射能濃度が検出
限界値未満の場合、「不検出」と判定されます。

★渡邉正己京都大学名誉教授
　　（市放射線健康対策委員会委員長）による解説★
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大気浮遊じんの放射能濃度測定結果（H28.11/22～12/7）

　ちりやほこりに付着した放射性物質の飛散状況を調べるため、市内で収集した大気1㎥あたりの浮遊放射性物
質の濃度(ミリベクレル/㎥)を測定しました。※下段（　）内は検出限界値。

測定地点 測定地点
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